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　五
年
に
一
度
、
名
古
屋
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
大
祭

「
大
森
郷

ご
う
ま
つ
り祭
」
が
先
月
二
十
日
、
大
森
・
大
森
北
・
天
子
田
学

区
内
で
開
催
さ
れ
た
。
地
域
の
人
ら
が
時
代
装
束
を
身
に
着
け

て
練
り
歩
く
な
ど
、
辺
り
は
〝
祭
り
一
色
〟
と
な
っ
た
。

大
森
・
大
森
北
・
天
子
田
学
区
で
時
代
絵
巻

　同
祭
は
、
江
戸
時
代
・
宝
暦

年
間
に
大
森
村
と
近
隣
の
村
で

豊
作
な
ど
を
願
う
祭
礼
と
し
て

開
か
れ
て
い
た
「
大
森
合
宿
」

の
縮
小
版
。
一
九
七
九
（
昭
和

五
十
四
）
年
の
八
劔
神
社
本
殿

改
修
を
記
念
し

た
警
固
祭
が
き

っ
か
け
と
な

り
、
一
九
八
四

（
同
五
十
九
）

年
に
一
回
目
の

「
大
森
郷
祭
」

が
開
か
れ
た
。

　お
は
ら
い
と

出
発
式
が
行
わ

れ
た
後
、
進
行

を
務
め
る
総
指

揮
を
先
頭
に
し

た
行
列
が
大
森

小
学
校
を
出

発
。
の
ぼ
り
を

本
地
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

ふ
れ
ん
ず

本
地
ケ
原
公
設
市
場
跡
地
に
オ
ー
プ
ン

が
撤
退
し
た
の
は
二
〇
一
一

（
平
成
二
十
三
）
年
。
翌
年
、

市
場
跡
地
を
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
準

備
委
員
会
が
学
区
内
で
立
ち
上

げ
ら
れ
た
。

　委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
他
の

公
営
住
宅
視
察
と
い
っ
た
勉
強

会
を
重
ね
た
後
、
市
場
跡
地
の

貸
し
出
し
を
市
へ
要
請
。
一
七

（
同
二
十
九
）
年
に
市
住
宅
都

市
局
や
区
役
所
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討

会
議
」
が
発
足
し
、
こ
の
ほ
ど

念
願
の
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
。

　「
ふ
れ
ん
ず
」
に
は
、
以
前

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
福

祉
事
業
・
移
動
販
売
と
喫
茶
サ

ロ
ン
の
ス
ペ
ー
ス
を
集
約
し
た

ほ
か
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
も
使

わ
れ
る
調
理
場
、
相
談
窓
口
を

兼
ね
た
事
務
所
を
併
設
。
学
区

が
建
物
を
借
り
上
げ
る
形
で
、

住
民
ら
同
運
営
協
議
会
と
連
合

自
治
会
が
運
営
し
て
い
く
。

区
老
連「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
」

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
い
い
汗


　区
内
四
十
五
ク
ラ
ブ
で
つ
く

る
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催

「
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
」
が
先

月
二
日
、
小
幡
中
二
の
三
菱
電

機
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
、
男

女
二
百
二
十
六
人
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
だ
。

　会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る

な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
。

「
市
老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
」
参
加
者
を
決
め
る
競

技
と
し
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　参
加
者
ら
は
三
十
二
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
、
二
ゲ
ー
ム
ず

つ
プ
レ
ー
。
打
球
の
行
方
に
喜

ん
だ
り
、
悔
し
が
っ
た
り
す
る

声
を
上
げ
た
。
同
大
会
実
行
委

員
長
の
西
川
奉
嘉
さ
ん
は
「
会

の
行
事
な
ど
情
報
を
共
有
し

て
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ

う
」
と
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
た
。

　上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

＝
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
老
人

ク
ラ
ブ
名

　①
柴
田
一
憲
（
第
三
桔
梗
ク

ラ
ブ
）
②
川
原
マ
チ
子
（
中
志

段
味
春
秋
会
）
③
岩
井
田
ノ
ブ

子
（
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
）
④
太

田
勝
（
白
沢
ク
ラ
ブ
）
⑤
佐
藤

光
徳
（
中
志
段
味
第
三
寿
和

会
）
⑥
鬼
頭
安
子
（
瀬
古
守
山

ダ
イ
ワ
会
）
⑦
黒
瀬
和
道
（
中

志
段
味
第
三
寿
和
会
）
⑧
村
松

豊
（
志
西
桔
梗
ク
ラ
ブ
）
⑨
大

澤
千
年
香
（
中
志
段
味
第
三
寿

和
会
）
⑩
久
野
進
康
（
中
志
段

味
土
筆
会
）

　◇
令
和
元
年
度
守
山
区
少
年

剣
道
大
会
（
九
月
二
十
二
日
、

志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
競
技

場
）
＝
中
日
新
聞
守
山
販
売
店

連
合
会
後
援

　▽
個
人
戦

　〈
小
学
一
年
生

以
下
〉
①
山
中
瑛
仁
〈
同
二
年

生
〉
①
永
井
悠
詩
②
舟
橋
太
輝

③
田
村
斗
一
③
中
野
結
斗
〈
同

三
年
生
〉
①
岸
﨑
美
薗
②
尾
崎

仁
〈
同
四
年
生
〉
①
大
嶋
虹
乃

美
②
大
道
琥
白
③
中
北
空
③
山

口
真
周
〈
同
五
年
生
〉
①
中
村

優
空
②
吉
本
実
優
③
井
上
凌
③

岸
﨑
惠
照
〈
同
六
年
生
〉
①
門

口
優
星
②
山
本
実
和
③
川
本
吏

緒
③
中
西
疾
風
〈
中
学
一
年

生
〉
①
鈴
木
涼
之
介
②
名
本
尊

③
磯
村
帥
誠
③
池
田
千
尋
〈
同

二
・
三
年
生
男
子
〉
①
森
屋
朱

葵
②
中
野
瑛
翔
③
中
村
碧
空
③

成
瀬
瑠
〈
同
二
・
三
年
生
女

子
〉
①
森
文
那
②
塩
田
円
佳
③

榑
林
ゆ
ら
ら
③
舟
橋
花
音
〈
高

校
生
〉
①
原
田
敬
生
（
敬
称

略
）　▽

団
体
戦

　〈
小
学
生
低
学

年
〉
①
久
田
剣
道
場
Ａ
②
守
山

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
③
守
山
剣
友
会

〈
同
高
学
年
〉
①
久
田
剣
道
場

Ａ
②
久
田
剣
道
場
Ｃ
③
久
田
剣

道
場
Ｂ
〈
中
学
生
男
子
〉
①
久

田
剣
道
場
Ａ
②
守
山
剣
道
ス
ポ

ー
ツ
Ｂ
③
守
山
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

Ａ
〈
同
女
子
〉
①
久
田
剣
道
場

Ａ
②
久
田
剣
道
場
Ｂ
③
守
山
東

中
学
校

　白
沢
学
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
「
き
ら
く
会
」
（
岡

田
光
子
代
表
）
と
、
森
孝
一
の

「
香
流
荘
自
治
会
」
（
渡
辺
紀

代
次
会
長
）
が
こ
の
ほ
ど
、
ア

ル
ミ
缶
一
般
回
収
協
力
者
表
彰

の
感
謝
状
を
受
け
た
。

　軽
金
属
や
飲
料
の
メ
ー
カ
ー

な
ど
で
つ
く
る
「
ア
ル
ミ
缶
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
」
（
東
京
、
田

代
泰
理
事
長
）
が
、
優
秀
な
回

「
き
ら
く
会
」と「
香
流
荘
自
治
会
」

ア
ル
ミ
缶
一
般
回
収
協
力
者
で
表
彰

収
活
動
を
行
っ
た
団
体
と
個
人

を
表
彰
。
こ
と
し
は
全
国
の
五

十
九
団
体
が
対
象
に
な
っ
た
。

　き
ら
く
会
は
二
〇
〇
二
年
と

二
〇
一
〇
年
に
続
く
三
度
目
の

受
賞
で
、
昨
年
の
回
収
実
績
は

七
千
四
百
㌔
。
収
益
金
は
小
幡

緑
地
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
へ
贈
り
、
園
内
を

彩
る
花
苗
や
肥
料
の
購
入
費
用

に
充
て
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　香
流
荘
自
治
会
は
七
年
前
か

ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年
は

三
千
五
百
㌔
を
集
め
た
。
収
益

金
は
自
治
会
の
行
事
な
ど
で
生

か
し
て
い
る
ほ
か
、
回
収
活
動

へ
協
力
し
て
く
れ
る
老
人
ク
ラ

ブ
や
子
ど
も
会
に
還
元
も
行
う

な
ど
役
立
て
て
い
る
。

　き
ら
く
会
の
岡
田
代
表
七
八

は
「
皆
さ
ん
が
喜
ん
だ
り
、
心

を
豊
か
に
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
に
っ
こ
り
。
ま
た
、
香

流
荘
自
治
会
の
渡
辺
会
長
七
七

は
「
収
益
金
の
使
い
道
を
、
で

き
る
限
り
住
民
の
方
々
の
要
望

に
応
え
る
も
の
と
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
た
。

声
で
練
り
歩
い
た
行
列
は
、
八

劔
神
社
へ
到
着
。
拝
殿
前
で
は

棒
の
手
と
飾
馬
の
奉
納
、
子
ど

も
神
楽
な
ど
が
催
さ
れ
た
。

　守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
を

ご
愛
読
く
だ
さ
り
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
、
本
紙
へ
情
報

を
お
寄
せ
い
た
だ
く
際
や
、

「
紙
上
写
真
展
」
「
う
ち
の

元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」
コ
ー

ナ
ー
へ
の
応
募
な
ど
に
利
用

し
て
い
た
だ
い
た
メ
ー
ル
の

ア
ド
レ
ス
を
、
こ
の
ほ
ど
変

更
い
た
し
ま
し
た
。

　〈
従
来
、

月

日
ま
で

使
用
可
〉m-homenews@du-

net.ne.jp

　
　
　
　
　↓

　〈
新
、
現
在
も
使
用
可
〉

m-homenews@gctv.ne.jp

　登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
は

リ
ス
ト
を
あ
ら
た
め
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
ま
た
引
き

続
き
本
紙
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

棒
の
手
隊
な
ど
が
続
い
た
。

　背
に
飾
り
付
け
が
さ
れ
た
飾

馬
も
歩
い
て
行
列
の
最
後
を
彩

っ
た
ほ
か
、
コ
ー
ス
各
所
で
は

棒
の
手
の
演
武
を
披
露
。
火
縄

銃
の
発
砲
も
あ
り
、
響
く
ご
う

音
に
見
物
客
た
ち
が
驚
き
の
声

を
上
げ
た
。

　ま
た
〝
豊
作
〟
が
な
ま
っ
た

と
い
う
「
ホ
ッ
サ
イ
」
の
掛
け

持
っ
た
幟し

半は
ん

持
ち
、
毛け

槍や
り

を
持

っ
た
毛
槍
持
ち
、
紋
付
き
羽
織

は
か
ま
姿
の
笠か

さ

脱ぬ
ぎ

、
鉄
砲
隊
や

　本
地
丘
学
区
の
地
域
福
祉
の

拠
点
、
住
民
が
気
軽
に
集
え
る

憩
い
の
場
を
目
指
す
「
本
地
丘

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

　ふ
れ

ん
ず
」
が
先
月
十
九
日
、
本
地

ケ
原
公
設
市
場
跡
地
＝
本
地
が

丘
＝
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　市
営
本
地
荘
が
大
き
な
割
合

を
占
め
る
同
学

区
で
は
少
子
高

齢
化
が
著
し
く

進
み
、
外
国
人

住
民
も
増
加
。

仲
間
や
生
き
が

い
づ
く
り
で
孤

立
や
閉
じ
こ
も

り
を
防
ぐ
な

ど
、
地
域
福
祉

の
推
進
が
望
ま

れ
て
い
た
。

　ま
た
、
本
地

ケ
原
公
設
市
場

か
ら
ス
ー
パ
ー

　︻
歴
史
︼
一
九
七
三
（
昭

和
四
十
八
）
年
四
月
、大
森
小

学
校
の
分
校
と
し
て
開
設
。

翌
年
四
月
に
独
立
し
、
本
地

丘
小
学
校
が
創
立
さ
れ
た
。

七
八
（
同
五
十
三
）
年
当
時

は
、
千
人
を
超
え
る
児
童
が

通
う
マ
ン
モ
ス
校
だ
っ
た
。

　︻
特
色
︼「
異
学
年
交
流
が

活
発
で
、
学
年
に
よ
る
垣
根

が
な
い
」
と
駒
木
貴
美
子
校

長
。「
全
て
の
先
生
が
児
童
全

員
の
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、

ま
る
で
家
族
の
よ
う
」
と
も
。

現
在
の
児
童
数
は
百
八
人
と

な
っ
た
が
、
校
内
は
活
気
に

満
ち
て
い
る
と
の
こ
と
。

　校
地
の
北
側
に
は
、
市
内

小
中
学
校
で
随
一
の
自
然
林

（
六
千
五
百
二
十
平
方

）

が
広
が
り
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
季
節
を
探
す
と
い
っ
た

生
活
科
の
授
業
に
も
活
用
。

九
八
（
平
成
十
）
年
の
「
全

日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク

ー
ル
・
学
校
林
等
活
動
の

部
」で
は
特
選
を
受
賞
し
た
。

　︻
取
り
組
み
︼
学
校
教
育

目
標
は
「
心
も
か
ら
だ
も
健

康
で
学
び
合
い

　よ
り
よ
く

生
き
る
本
地
っ
子
」
。
目
指

す
児
童
の
姿
の
一
つ
に
「
豊

か
な
こ
こ
ろ
」
が
あ
り
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
招
い

て
一
緒
に
給
食
を
食
べ
る

「
会
食
会
」
を
毎
年
秋
に
開

く
な
ど
、
地
域
の
人
た
ち
と

の
触
れ
合
い
を
楽
し
む
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　︻
校
長
先
生
か
ら
本
地
丘

小
の
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ

ー
ジ
︼
ど
の
子
も
み
ん
な
、

未
来
を
開
く
「
輝
く
光
」
を

も
っ
て
い
ま
す
。
周
り
の
人

を
思
い
や
り
、
自
分
も
大
切

に
し
な
が
ら
、
ま
す
ま
す
輝

い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

本
地
丘
小
学
校

 

本
地
が
丘
九
〇
八

地域との交流で「豊かなこころ」

子どもたちの自慢の自然林と

〝丘〟だからこそ見られる光景

本
紙「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
変
更
」の
お
知
ら
せ

約450人の参加者と5頭の飾馬

が行列をつくって練り歩いた

行列コース途中の8カ所で

火縄銃の発砲が行われた

飾馬の〝駆け馬〟には多くの人

がスマホやカメラを向けていた

オープンした「ふれんず」に

は多くの住民らが集まった

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
も
催
さ
れ
た

「きらく会」の皆さん「香流荘自治会」の皆さん

個人戦・小学１年生以下から中

学生の各部で優勝した皆さん

団体戦・中学生男子の部

で優勝した久田剣道場Ａ

団体戦・小学生低学年の部

で優勝した久田剣道場Ａ

団体戦・中学生女子の部

で優勝した久田剣道場Ａ

団体戦・小学生高学年の部

で優勝した久田剣道場Ａ

個
人
戦
・
高
校
生
の
部

で
優
勝
し
た
原
田
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
・

上
位
入
賞
者
の
皆
さ
ん


